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 小型反芻獣レンチウイルス(SRLV)感染症は、山羊関節炎・脳脊髄炎ウイルス(CAEV)
やマエディ・ビスナウイルスというめん山羊のレンチウイルスによって起こる不治の疾
病で、めん山羊に育成率や泌乳量など生産性の低下を引き起こす。SRLVは生涯にわた
って感染し、有効な予防・治療法がないため、感染個体の摘発・淘汰が必要であり、そ
のためには精度の高い診断法の確立が求められていた。そこで、SRLV感染症について
様々な検査法の開発に取り組むとともに、全国的な疫学調査や清浄化対策を実施し、以
下の成果を上げた。 
 
●CAEVを国内で初めて分離し、CAEVを含むSRLV感染個体を幅広く検出する抗体検
査法とウイルス検出法を開発した。 
●全国的な疫学調査を実施し、わが国におけるCAEV浸潤状況を明らかにすると共に、
感染リスクが高い品種や飼養形態等を特定した。また国内のCAEVと海外のSRLVの遺
伝子配列を比較し、国内流行株の遺伝学的特徴を明らかにした。 
●出産直後の親子分離、感染個体の分離飼育および定期検査を組み合わせて、国内最大
規模の農場を始め、複数の農場で山羊関節炎・脳脊髄炎の清浄化を成功させた。 
●平成24年に同じくSRLV感染症であり、届出伝染病でもある羊のマエディ・ビスナが
国内で初めて発生した際には、開発した診断法が迅速な防疫に大きく役立った。  
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 有効なワクチンや治療法がない小型反芻獣レンチウイルス（SRLV）感染症を引き起こ
すウイルスの一つである山羊関節炎・脳脊髄炎の病原ウイルス（CAEV）を国内で初めて
分離し、CAEVを含むSRLV感染個体を幅広く検出する抗体検査法とウイルス検出法を開
発した点が高く評価された。 
 



 SRLV感染症清浄国への復帰：生産性向上、健全なめん山羊の生産 
                 日本在来種の海外輸出 
 アジア諸国への防疫技術の伝達：アジア各国の在来種保護 

国内にはない病気と考えられていた山羊関節炎・脳脊髄炎が、2002年に初めて発生し、 
精度の高い診断法の開発と清浄化対策の実施による防疫体制の確立が求められている。 

業績のイメージ 

背景 

成果 

 わが国のめん山羊産業のさらなる発展に向けて 

SRLV感染症の国内防疫に学術・応用両面で貢献 

診断法の確立 

防疫体制の確立 

分離株を活用して 
SRLV感染症の診断法を確立 

・農場の清浄化達成 

原因不明な
山羊の病気
が発生！ 

国内で初めて
CAEVを分離 

CAEV感染リスク要因を解明 

海外のSRLVと遺伝子を比較 清浄化の流れ 

重度の関節炎による
起立不能 

ウイルス感染による
細胞の変性（矢頭） 

ウイルス検出法 
（PCR法） 

抗体検査法 
（AGID法） 
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・全国的な疫学調査 
→感染リスク要因や日本株の特徴を解明 

感染リスク要因の特定や清浄化法の確立により防疫が可能に 
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